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１ 業務計画の目的、基本方針 
（１）目的 

  本計画は、「新型インフルエンザ等対策特別措置法（平成２４年法律第３１号。以

下「特措法」という。）第９条第１項の規定に基づき、新型インフルエンザ等の発生に

伴い役職員等への感染により、平常業務が不可能な場合において、発生段階別に優先

的に遂行すべき業務と必要人員を予め定め、適切に実施することにより新型インフル

エンザ等の感染拡大を抑制し、旅客、役職員への情報の周知と安全確保及び可能な限

りの列車運行業務の継続を図り、会社の社会的使命を果たすことを目的とする。 

（２）基本方針 
ア 新型インフルエンザ等が発生した場合に迅速かつ適切に対応し、旅客及び役職員等 
への感染拡大防止を図る。 

イ 公共交通機関としての機能維持のため、列車運行の継続を図る。 
ウ 国、地方治自体からの新しい情報を収集し、発生の段階、状況に応じた処置を図る。 
エ 新型インフルエンザ等の強毒性感染症の予防対策及び感染者が発生した場合の対

応を役職員等へ周知徹底する。 
 
２ 新型インフルエンザ等対策の実施体制 
（１）未発生期～海外発生期において、新型インフルエンザ等への対応に関し協議する必要 

が生じた場合には臨時の部課長会議を開催 
（２）国内・県内発生早期及び国内・県内感染期において対策本部を設置する。 
（３）情報収集・共有体制 
    国内外の新型インフルエンザ等の感染症に関する情報を国、千葉県等から収集し、

発生時には早急にお客様、社員等に周知する体制を確保する。 
（４）関係機関との連携 
    新型インフルエンザ等発生時には、対策本部が設置されるまでの間並びに設置され

た時の伝達系統の体制を確保する。 
 
３ 新型インフルエンザ等対策の内容及び実施方法 
（１）新型インフルエンザ等対策業務の内容及び実施方法 
    「千葉県新型インフルエンザ等対策行動計画」の中で想定されている被害想定を踏

まえ、各部署における業務の優先順位及び欠勤率に応じた事業継続計画を策定し、新

型インフルエンザ等対策業務を適切に実施する。 



（２）感染対策の検討・実施 
   感染を予防するための対策及び感染者（お客様・社員）が確認された場合の対応、

周知方法等を計画に沿って実施する。 
 

４ その他 
（１）教育・訓練 
    各部署において新型インフルエンザ等の発生等に備え、これに対する予防、救護及

び業務全般の復旧方について、予め計画を作成し、所属社員の教育・訓練を実施する

よう努める。 
    また、国、地方公共団体、同業他社と共同して、新型インフルエンザ等対策訓練を

実施するよう努める。 
（２）計画の見直し 
    本業務計画の見直し等は、国、地方公共団体等からの情報及び訓練の成果を鑑み、 

適時見直しを行い、改正を行う。 
  また、改正を行った場合には軽微な変更である場合を除き、千葉県知事、船橋市 
 長及び八千代市長に通知する。 
 
 

以 上 


